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二
〇
一
七
年
九
月
二
十
九
日
に
安

岐
町
下
山
口
の
浄
土
宗
・
妙
見
山
浄

泉
寺
に
お
い
て
「
荒
木
川
流
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
発
表
会
は
、
荒
木
川
流
域
全
体
の

住
民
を
は
じ
め
、
広
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
を
紹
介
し
、
理
解
と
協
力

を
求
め
る
「
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
」

と
位
置
づ
け
て
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
日
は
大
分
市
内
か
ら
「
荒

木
川
流
域
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
行

い
、
県
内
各
地
か
ら
二
十
名
の
参
加

者
が
木
田
憲
治
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
、

荒
木
川
河
口
か
ら
源
流
域
を
見
学
し
、

午
後
か
ら
発
表
会
に
合
流
し
ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
は
、
お
お
い
た
有

機
農
業
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

（
日
本
文
理
大
学
教
授
）
の
杉
浦
嘉

雄
氏
、
次
に
「
笑
っ
て
元
気 

～
誇

り
の
も
て
る
地
域 

自
然
を
大
切
に

す
る
心
～
」
と
題
し
て
矢
野
大
和
（
や

の
た
い
わ
）
さ
ん
が
口
演
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
が
「
一
分
に
一
度
は

大
爆
笑
だ
っ
た
ね
」
と
振
り
返
る
よ

う
に
、
超
満
員
の
会
場
は
終
始
笑
顔

で
溢
れ
ま
し
た
。 

発
表
会
は
、「
荒
木
川
流
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
は
」（
お
お
い
た
有
研
事
務

局
長
）、「
地
域
農
業
の
明
る
い
未
来

の
た
め
に
」（
木
田
憲
治
氏
）、「
子
ど

も
た
ち
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
」

（
中
野
昭
純
氏
）、「
三
角
ベ
ー
ス
の

取
り
組
み
」（
荘
司
壽
子
氏
）
が
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
最

後
ま
で
熱
心
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
な
お
、
閉
会
あ
い
さ
つ
を
荘

司
豊
氏
（
三
角
ベ
ー
ス
）、
司
会
進
行

は
渡
邊
貴
志
氏
（
三
角
ベ
ー
ス
）
が

行
い
ま
し
た
。 

発
表
会
は
、
浄
泉
寺
の
本
堂
を
お

借
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
会
場
の

雰
囲
気
が
一
味
違
っ
て
と
て
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
住
職
の
中
野
昭

純
氏
を
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

木
田
憲
治
氏
、
三
角
ベ
ー
ス
の
み
な

さ
ん
も
献
身
的
に
お
世
話
く
だ
さ
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

↑矢野大和（やのたいわ）さんの口演に会場は笑顔があふれました（まだまだ写真に入りきれていない参加者多数） 
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▲発表する木田憲治さん               ▲発表する中野昭純さん 

▲発表する荘司壽子さん               ▲浄泉寺本堂の参加者 

▲見学ツアー一行の記念撮影             ▲荒木川河口を見学する一行 

固定種のキザキノナタネをみんなで植えました（左）。１０日後には芽が出ていました（右）。 


